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　テキスタイルデザインスクールをスタートして4回を終えたわけです

が、これまで3回の講師を担当してきて思うことは、具体的な講義内容

を構成していく段階で盛り沢山の内容をいかにコンパクトにして行くか

という難しさです。また、スクールの計画段階では、受講される皆さん

はプロであり、基本的な内容は周知の事、既成の出版物などでも勉強

されている（あるいは勉強していただく）、講師をする人も知っている事

を講義するという知識の伝達ではなく自らも勉強になる内容を構成す

る、という前提でカリキュラム内容を構成するというものでした。しかし

ながら実際にやってみて判ってきた事は、受講者はプロであっても仕

事のカテゴリーとキャリア年数などの違いによって講座の内容が一通

りでは済まない、と言うことです。一回の講座を2時限ないしは3時限で

おこなうと、1時限あたり５０分ないし８０分ということになります。こ

の短い時間内で要領よく凝縮するにしても、受講する立場からするとこ

の部分をもっと突っ込んで欲しいというような不充足感が残る場合も

出てくるということです。ある意味では嬉しいことでもあるのですが、こ

のようなより専門的な内容構成を今後どうして行くかが課題として見え

てきたという事でもあります。

　やってみて判ったこととはいえ、スクール運営サイドとしては素直に

反省をしつつ、早くも来年度のスクールを睨んで、複数化を含めたコー

スの再設定とカリキュラムの検討を始めています。このＴＤＡニュース

が皆さんのお手元に届く頃にはスクール5が済み、後半戦に入ることに

なりますが、興味を持ちながらもまだ参加できていない方は、是非とも

体験受講されては如何でしょう？　会員なら５００円／１回ですよ。テ

キスタイルデザインのために、また自分自身のために、参加して、時に

は皆さんも講師をしてみませんか？　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　（リポート　寺井　洋介）

関西ＴＤＡテキスタイルデザインスクール日記

7月の暑さを忘れて熱心に受講　スクール-2

スクール-4　素材サンプルの解説を聞く

スクール-4　サンプルを実際に手にとって確認 スクール-4　合繊と天然繊維、沢山集めました 多くの会員に裏方を支えて頂いています


